
広報ちの夏のおたより号をご覧の皆さんへ

茅野市長からごあいさつ

コロナの感染症法上の位置づけが下

がったことで、長かったトンネルの先

にようやく光が見えてきました。この

３年間で蓼科、白樺湖も様子が変わり、

新たな魅力を発信しています。

　茅野市では、国内に５体ある国宝土

偶のうち、「縄文のビーナス」「仮面の

女神」の愛称で親しまれている２体を

収蔵しています。方々から引き合いが

あり、国宝土偶が出張していることも

ありますが、悠久の時に思いを馳せに、

尖石縄文考古館を訪れてみてはいかが

でしょうか。

　８月５日（土）には、市民祭の「茅

野どんばん」が４年ぶりに開催されま

す。市役所周辺が「祭りの広場」となり、

お神輿、長持ちが練り歩きます。夜に

は多くの踊り連が出て、辺りは一層賑

やかになります。自由に参加できる飛

び込み連もありますので、いっしょに

踊ってみませんか。

　この夏は、自然豊かな当市でおくつ

ろぎいただくとともに、「茅野市のくら

し」についてもお考えいただければ幸

いです。
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日本映画はもとより、 世界的な映画監督として名高い

小津安二郎監督は今年で生誕 120 年を迎えます。 蓼科

をこよなく愛し、 蓼科の 「無藝荘」 で過ごした小津監督

の生涯や無藝荘での暮らしなどをご紹介します。
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蓼科は、 小津安二郎監督が、 コンビを組むシナリオライ

ター野田高梧氏とともに高原の生活を楽しみながら数々

の名作を生み出したゆかりの地です。 小津映画の世界を

広く発信し多くの方に 「小津のこころ」 に触れていただ

くため、平成１０年に 「小津安二郎記念・蓼科高原映画祭」

がスタートしました。 今年も 「家族」 をテーマにした作

品の上映やゲストトーク、 短編映画コンクールやシネマカ

フェなど、 さまざまな催しを予定しています。

上映作品、 ゲスト、 イベント等は決定次第、 ホームペー

ジ等でお知らせします。

無 藝 荘　

令和５年開館日／開館時間 １０時～１６時

７月

８月

９月

１０月

１１月

１㈯、２㈰、８㈯、９㈰、１５㈯～１７㈪、２２㈯～３１㈪

全日開館

１㈮～１０㈰、１６㈯～１８㈪、２３㈯～３０㈯

１㈰、６㈮～９㈪、１３㈮～１５㈰、２０㈮～２２㈰、
２７㈮～２９㈰

１㈬～５㈰

問合せ

「小津安二郎記念 ・ 蓼科高原映画祭」実行委員会　事務局

観光課　観光係　☎0266-72-2101（内線422・423）

E-mail　kanko@city.chino.lg.jp 映画祭
ホームページ

▶昨年の
　映画祭
　の様子

と　き

ところ 新星劇場 ・ 茅野市民館

第２６回小津安二郎記念 ・ 蓼科高原映画祭プレイベント 「屋外映画上映会」

と　き

ところ 道の駅ビーナスライン蓼科湖 ・ 公園エリア

蓼科湖畔の木々が立ち並ぶエリアで、 シートを敷いたりイスに座ったりしながら、 映画を楽しむ回を、

「第２６回小津安二郎記念 ・ 蓼科高原映画祭」 のプレイベントとして開催します。

９  ２３月　　　　 日（土・祝） ～　　　　 月　　日（日）

（９日間）
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茅野市長  今井　敦

月　　　　 日（金）～　　　　 日（土）８  ２５       ２６ 小津監督と脚本家の野田
氏が、 蓼科生活の一番の
楽しみとして、 日に何度
となく散歩した 「小津の
散歩道」 はこちらからご
覧ください。
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茅野市長 今井　敦

月　　　　 日（金）～　　　　 日（土）８  ２５       ２６ 小津監督と脚本家の野田
氏が、 蓼科生活の一番の
楽しみとして、 日に何度
となく散歩した 「小津の
散歩道」 はこちらからご
覧ください。
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